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十
月
十
三
日

（
日

）
、
鏡
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

、
鏡
校

区
民
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
当
日
は

、
絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り

、
各
支
部
よ
り
選
出
さ

れ
た
選
手
約
千
六
百
名
の
皆
さ
ん
が
熱
き
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た

。

大
会
に
は
十
七
支
部
の
参
加
が
あ
り

、
津
口
支
部
が

、
男
子
の
部

二
位

、
女
子
の
部
六
位

、
総
合
の
部
一
位
で
優
勝
し

、
昨
年
に
続

い
て
大
会
２
連
覇
を
達
成
さ
れ
ま
し
た

。

　
役
員
・
選
手
並
び
に
各
支
部
体
育
部
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
最
近

、
飼
い
犬

（
猫

）
に
関
す
る
苦
情
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

。

　
散
歩
中
な
ど
の
フ
ン
の
処
理
は

、
飼
い
主
が
責

任
を
も

っ
て
行

っ
て
く
だ
さ
い

。
ま
た

、
放
し
飼

い
は

、
地
域
住
民
や
通
学
・
通
行
人
な
ど
に
危
害

（
迷
惑

）
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り

、
飼
い
主
の

責
任
問
題
に
つ
な
が
り

、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

の
徹

底
が
求
め
ら
れ
ま
す

。

　
以
上
の
こ
と
を
十
分
に
認
識
さ
れ

、
対
応
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

 
九
月
二
十
三
日

（
月

）
八
代
市
農
事
研

修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て

、
鏡
町
敬
老
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
今
年
度
は
二

千
七
百
十
八
名

(

七
十
六
歳
以
上

）
が
対

象
と
な
り

、
式
典
に
は
約
五
百
名
の
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た

。

　
鏡
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
福
原
会
長
の

主
催
者
挨
拶
の
あ
と
来
賓
の
皆
さ
ま
よ
り

お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り

、
敬
老
作
文
で
は

有
佐
小
学
校
の
溝
口
善
大
さ
ん

、
鏡
小
学

校
の
松
村
香
菜
心
さ
ん
鏡
西
部
小
学
校
の

中
田
真
之
輔
さ
ん

、
文
政
小
学
校
の
上
野

和
真
さ
ん

、
鏡
中
学
校
の
萱
田
涼
香
さ
ん

ら
五
人
に
よ
り

、
元
気
に
発
表
さ
れ
ま
し

た

。

　
ま
た

、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

、
日

舞

、
ダ
ン
ス

、
器
楽
演
奏
等
の
披
露
が
あ

り
和
や
か
な
雰
囲
気
で
式
典
は
終
了
し
ま

し
た

。

鏡支所だより
－第80号－

鏡支所管内の人の動き（9月末現在）

【世帯数】
【人口数】平成25年11月1日発 行 日 △9

5,656
15,418

世帯

編 集
人 △12（男） 7,191発 刊
人 3（女） 8,227

八代市鏡支所

　
今
年
も
鏡
校
区
体
育
協
会
恒
例
の
ナ
イ

タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
七
支
部
参
加

の
も
と
九
月
三
十
日
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た

。

　
フ
ァ
ー

ス
ト
ピ

ッ
チ
や
ス
ロ
ー

ピ

ッ
チ

打
撃
戦
や
投
手
戦
あ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た

。

　
今
年
は
久
々
に
下
有
佐
支
部
が
参
加
し

ベ
テ
ラ
ン

、
中
堅

、
若
手
が
投
打
に
活
躍

し

、
準
決
勝
で
は
野
崎
支
部
を

、
決
勝
で

は
昨
年
度
優
勝
の
中
区
支
部
を
打
撃
戦
の

末

、
１
３

‐
１
２
で
破
り
見
事
に
優
勝
し

ま
し
た

。

　
下
有
佐
支
部
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
選
手
・
役
員
の
み
な
さ
ん

、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た

。

　
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す

。

　
第
六
十
八
回
熊
本
県
民
体
育
祭
天
草
大
会

に
お
い
て

、
鏡
校
区
体
育
協
会
　
原
田
光
義

会
長
が
熊
本
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

。

　
こ
の
表
彰
は

、
熊
本
県
の
地
域
及
び
競
技

ス
ポ
ー

ツ
に
お
い
て
十
年
以
上
の
普
及
奨
励

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す

。

　
受
賞
さ
れ
た
原
田
会
長
は

「
こ
の
賞
は

、

家
族
や
体
協
役
員
み
ん
な
の
協
力
が
あ

っ
た

か
ら
こ
そ
頂
け
ま
し
た

。
こ
れ
か
ら
も

、
鏡

町
の
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い

。

」
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た

。

16
人

九
月
七
日

県
連
松
島
大
会

　
会
場
　
松
島
ア
ロ
マ
ド
ー

ム

　
参
加
チ
ー

ム
　
二
十
七
協
会

　
優
勝
　
八
代
協
会

　
　
志
水
俊
光
・
岡
田
キ
ヨ
子

　
　
福
岡
忠
雄
・
坂
田
信
子

　
　
中
道
春
生

　
二
位
　
熊
本
協
会

　
三
位
　
苓
北
協
会

九
月
九
日

県
連
ス
ポ
レ
ク
宇
城
大
会

　
会
場
　
宇
城
市
体
育
館

　
参
加
チ
ー

ム
　
二
十
九
チ
ー

ム

　
優
勝
　
八
代
協
会

　
　
山
本
ト
ミ
エ
・
中
道
悦
子

　
　
福
岡
忠
雄
・
坂
田
信
子

　
　
岡
田
キ
ヨ
子

　
二
位
　
熊
本
協
会

　
三
位
　
苓
北
協
会

（　　）は前月比



　
十
月
十
七
日

（
木

)

に

、
第
三
回
鏡
地

域
協
議
会
設
立
準
備
委
員
会
が

、
鏡
支
所

三
階
大
会
議
室
で
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

開
催
さ
れ

、
地
域
協
議
会
の
あ
り
方

、
ス

ロ
ー

ガ
ン

、
協
議
会
の
名
称
等
が
検
討
さ

れ

、
地
域
協
議
会
の
名
称
及
び
ス
ロ
ー

ガ

ン
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

。

期 日

時 間

場 所

内 容

受 講 料

定 員

講 師

平成２５年　①１２月７日（土）　②１２月１４日（土）　③１２月２１日（土）

受付１３：４５　開始１４：００～16：００

八代市農事研修センター（旧改善センター）

①「防災の基礎知識」　②「応急手当て基礎」　③「災害時救護食」

無料

市内在住で１８歳以上の方　１５名程度（先着順）

日本赤十字社熊本県支部防災ボランティアリーダー

　～親子のきずな 地域のきずな～をテーマに、各世代が共に学び、共にふれあう「第４回まなびフェスタ やつしろ」を開
催いたします。小さなお子さんから大人まで楽しめるイベントです。皆さんおそろいでお越し下さい。

と き

と こ ろ

内 容

対 象 者

問 合 せ

平成２５年１２月１４日（土）　午前９時～午後３時

八代市厚生会館

○講演会（無料）　講師　東進ハイスクール講師

　　林　　修　氏（今でしょ！でおなじみの）

　　演題　「モチベーションアップの方法」

○公民館活動団体による発表・作品展示

○まなび事例研修会（パネルディスカッション）

○市内各地域の特産品を使った「うまかもん」が集まる食バザーや特産品の販売

○親子で楽しめる工作体験や天体観測、一日体験公民館講座など。

どなたでも参加できます。入場無料。

八代市教育委員会　生涯学習課　TEL３０－１１１０

　
県
内
で
も

、
振
り
込
め
詐
欺
は
依
然
と
し
て

発
生
し
て
お
り

、
中
で
も
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は

、

前
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す

。

　
被
害
者
は
高
齢
者
が
多
く

、
特
に

「
女
性
名

で
電
話
帳
に
掲
載
し
て
い
る
方

」
が
狙
わ
れ
て

い
ま
す

。

「
携
帯
電
話
が
変
わ

っ
た

」
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ

カ
ー

ド
預
り
ま
す

」
と
い
う
電
話
が
か
か

っ
て

き
た
場
合
は
振
り
込
め
詐
欺
を
疑

っ
て
く
だ
さ

い

。

　
ま
た

、

「
株
や
社
債
の
取
引

」
「
金
の
取

引

」
等
の
名
目
に
よ
る
詐
欺
も
増
え
て
い
ま

す

。
不
審
な
勧
誘
電
話
に
も
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す

。

※
ご
実
家

、
ご
親
戚

、
ご
近
所
等
の
高
齢
者
に

対
す
る
注
意
喚
起
の
声
掛
け
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

。

と き

と こ ろ

内 容

定 員

受 講 料

申 込 方 法

申 込 締 切

問 合 せ 先

平成２５年１２月２日（月）～６日（金）１４時～１６時（全５日間）

太田郷公民館（井上町６０１－１）℡３５－０２２２

デジタルカメラとパソコンを使ってオリジナルの年賀状を作ります。

市内在住で１８歳以上の人、２０名（申込多数の場合は抽選）

　※デジタルカメラ・パソコンはお持ち込みください。

３，５００円（テキスト代含む）

官製ハガキに、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、持込まれるパソコンの

バージョン（ウインドウズＸＰ、セブンなど）を記入し、〒８６６－０８６３八代市西松江城町２

―１８八代市代陽公民館（パソコン教室係）へ郵送

※電話での申込は出来ません。

１１月１５日（金）必着

　※受講生には講習初日の７日前までに受講票を送付します。抽選の結果、当選

　されなかった人にも、通知を行います。

生涯学習課　　℡３０－１１１０

代陽公民館　　℡３１－５５０７

問 合 せ 先 八代保健センター　ＴＥＬ　３２－７２００　鏡保健センター　ＴＥＬ　５２－５２７７
※対象者に該当されない方は、任意接種（全額自己負担）になります。任意接種の場合は、医療機関にお問
い合わせください。

持 参 品 健康保険証など、住所や生年月日が確認できるもの。（予診票は医療機関にあります。）
※八代市・郡以外でインフルエンザの予防接種を受けられる場合は、事前に八代保健センター又は鏡保健
センターにご連絡ください。

接 種 方 法 指定医療機関へ事前に電話で予約の上、接種（1回接種）を受けてください。
※かかりつけ医が指定医療機関かどうか、かかりつけ医におたずねください。

料 金 八代市の助成額は外来で接種される場合、上限３，０００円、入院・入所の場合は上限１，０００円です。超過
した分は自己負担となります。

　インフルエンザは毎年流行しますが、病原ウイルスは少しずつ抗原性を変えることが多く、ワクチンも毎年これに対応する
株が選定されています。また、ワクチンが十分な効果を維持する期間は接種後約２週間後から約５ヶ月とされており、一般的
に１０月下旬から１２月中旬までの間に1回接種を行うことが適当とされています。

実 施 期 間 １０月１日（火）～１２月３１日（火）
対 象 者 市内に住民票がある６５歳以上の人又は６０～６４歳の人で心臓・腎臓・呼吸器などに障害がある人

講師 東進ハイスクール講師

林 修 氏（今でしょ！でおなじみの）


